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遊 星 界　（6月）

　水星　先月太陽面をタッチした水星は，この月は太陽の西側に現れて，早

曉の東天に零等級の輝きをみせる．7日極大離角（西24。）となって上旬が見頃

である．星座はうし座．

　金星　夜明け前の東天にL曉の明星■として一4等前後の光芒を放つ．羊座

に順行中で，望遠鏡裡に鏡く欲けた鎌型が見られる．まだ明けやらぬ東天の

金星は慈悲の光明，航海者には十字架と仰がれるであらう．27日極大離角

（西46。）となる．

　火星　最接近間もない火星はこの月は愈々観望の絶好機で，アンタレスに

先駆けして東天に昇る．天秤座を逆行中で，三二に南中する．20日に月齢11

日の月が火星の南4’の虚をキワドク會合するのは，紅い火星と白い月の愛

嬌ある共演だ．28日停留し，追々遠ざかる．光度一1．5等，

　木星　射手座を逆行中の木星は，火星に後れること約4時間にして深夜の

東天に昇り，早曉に南中する．光度は一2．2等，夢みるやうな表面の縞模様が

見もの．

　土星　木星に次いで，約5時二二に曉の回天に昇り，うを座にL4等級の光

りを放ってるる．追々太陽より西へ離れて，27日西短となる．月末程長く観

望二二る．

　天王星　羊座の中程6．2等の星である．

　海王星　獅子座の後脚の虚に運行してみる．光度7．8等．

冥王星　この遊星の戸籍はまだ十分調査し切れない縁遠い星だ1

一lt　／　／　＊ ＊　／　／　C7rm

　星座　やがて栴雨晴れの室に仰ぐL乙女コ，L牡牛■の星座は，前者の青白い

スピカ，後者の赤いア1クチユラスの一等星によって，ソレと見出し易く親

しまれ，し獅子■，L海蛇■等の晩春の星座を酉へ見送って，やがて，東天に

L．ヘルクレス「，し蛇遺ひ「，L蛇「の帥話の主が登揚する時，南天近く，火星の

君臨するL天秤「が南中し，L蜴「これを追ふ．アンタ1レスが赤い．峙の星）


